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一
時
期
可
愛
ら
し
い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
人
気
を
博
し
た
「
ア
ラ

イ
グ
マ
」
の
捕
獲
・
駆
除
が
前
年
を
大
幅

に
上
回
る
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
農
業

被
害
の
ほ
か
市
街
地
で
も
被
害
が
確
認
さ

深
刻
な
ア
ラ
イ
グ
マ
野
生
化

前
年
上
回
る
捕
獲
・
駆
除

れ
、
そ
の
生
息
範
囲
が
急
速
に
拡
大
し
て

い
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
繁
殖
率
が
高
く
、
年
に

３
～
６
頭
も
出
産
。
年
に
２
回
出
産
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
捕
獲
は
生
存
の
ご
く
一

部
と
す
る
見
方
も
。

農
業
被
害
に
加
え

生
態
系
へ
の
影
響

も
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
８
月

20
日
時
点
ま
で
で

88
頭
が
捕
獲
さ
れ
、
昨
年
は
概
ね
年
間
50

頭
前
後
の
捕
獲
で
あ
っ
た
も
の
の
、
27
年

度
は
１
０
０
頭
を
超
え
る
の
で
は
と
の
予

測
も
出
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
入
り
、
町
内
新
区
画
向
上
地
区

の
組
合
員
は
、
連
続
し
て
７
頭
も
の
ア
ラ

イ
グ
マ
を
捕
獲
し
た
そ
う
で
、
深
刻
さ
に

拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

美
瑛
町
で
は
、
道
の
中
山
間
地
域
直
接

支
払
制
度
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、
ア
ラ

イ
グ
マ
被
害
対
策
支
援
の
一
環
と
し
て
、

高
齢
者
事
業
団
に
委
託
を
し
て
対
策
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ワ
ナ
の
設
置
・

回
収
に
よ
る
傾
向
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
捕

獲
数
の
実
績
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
も
捕
獲

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
被
害
・
捕

獲
報
告
の
な
い
地
区
は
“
横
牛
・
俵
真
布
・

朗
根
内
”
方
面
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
潜

伏
の
可
能
性
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

急
速
な
繁
殖
勢
力
拡
大
の
要
因
の
一
つ

に
天
敵
が
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
、
シ
カ

な
ど
の
農
業
被
害
の
ほ
か
、
ア
ラ
イ
グ
マ

も
頭
痛
の
タ
ネ
と

な
り
そ
う
で
す
。

　

野
生
化
し
た
ア

ラ
イ
グ
マ
は
特
定

外
来
生
物
に
指
定

さ
れ
捕
獲
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、

捕
獲
し
た
場
合
も

気
性
が
荒
く
捕
獲

の
ゲ
ー
ジ
の
中
で

も
暴
れ
て
危
険
な

た
め
、
安
易
に
触

る
と
負
傷
す
る
こ

と
か
ら
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
す
。

　

道
が
ま
と
め
た
ア
ラ
イ
グ
マ
調
査
報
告

に
よ
り
ま
す
と
、
平
成
27
年
３
月
末
時
点

で
の
生
息
市
町
村
は
１
４
７
を
数
え
、
ほ

ぼ
全
道
レ
ベ
ル
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ
か
ら

ペ
ッ
ト
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
ア
ラ
イ
グ

マ
は
、
40
年
ほ
ど
前
か
ら
野
外
に
逃
げ
出

し
た
り
飼
い
主
が
放
し
た
り
し
て
野
生
化

し
道
内
で
の
繁
殖
地
は
道
央
が
中
心
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
勢
力
は
全
道
的

で
本
道
固
有
の
生
態
系
や
農
作
物
へ
の
被

害
を
与
え
て
い
る
ほ
か
人
間
へ
の
健
康
被

害
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
態
系
へ
の
影
響
で
は
、
野
幌
自
然
公

園
の
ア
オ
サ
ギ
の
営
巣
地
が
消
滅
し
た
り

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
巣
へ
の
接
近
、
ザ
リ
ガ

ニ
や
カ
エ
ル
を
捕
食
す
る
こ
と
で
、
生
息

域
が
重
複
す
る
タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
を
駆
逐

し
ま
し
た
。

　

農
作
物
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
メ
ロ
ン
、

ス
イ
カ
、
イ
チ
ゴ
、
水
稲
、
ロ
ー
ル
パ
ッ

ク
サ
イ
レ
ー
ジ
、
飼
料
、
ニ
ジ
マ
ス
、
緑

化
木
の
食
害
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
影

響
が
出
て
い
ま
す
。

　

人
の
健
康
へ
の
影
響
で
は
、
ア
ラ
イ
グ

マ
回
虫
症
、
狂
犬
病
な
ど
の
伝
播
も
恐
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。
道
で
は
被
害
の
防
止
に

「
餌
付
け
を
絶
対
に
し
な
い
。
生
ゴ
ミ
容
器

は
フ
タ
を
し
っ
か
り
と
す
る
。
ベ
ラ
ン
ダ

の
下
や
屋
根
裏
、
物
置
へ
侵
入
さ
せ
な
い

よ
う
物
理
的
に
遮
断
を
す
る
」
な
ど
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

【アライグマの農業等被害額と捕獲数の推移】
　道がまとめた平成 25 年度のアライグマによる農業被害額は
約６千万円。
　被害額の内訳としては、スイートコーンが約３割を占め、そ
の他果菜類、いちご、果樹、スイカ、メロンなど（道被害）

【アライグマによる道内農業被害額（千円）】

各地で捕獲

10 月に新区画 /向上地区での捕獲から
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第27回　ＪＡ全国大会

農業者所得アップなど実践誓う！

と
か
ら
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
す
。

　

道
が
ま
と
め
た
ア
ラ
イ
グ
マ
調
査
報
告

に
よ
り
ま
す
と
、
平
成
27
年
３
月
末
時
点

で
の
生
息
市
町
村
は
１
４
７
を
数
え
、
ほ

ぼ
全
道
レ
ベ
ル
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ
か
ら

ペ
ッ
ト
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
ア
ラ
イ
グ

マ
は
、
40
年
ほ
ど
前
か
ら
野
外
に
逃
げ
出

し
た
り
飼
い
主
が
放
し
た
り
し
て
野
生
化

し
道
内
で
の
繁
殖
地
は
道
央
が
中
心
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
勢
力
は
全
道
的

で
本
道
固
有
の
生
態
系
や
農
作
物
へ
の
被

害
を
与
え
て
い
る
ほ
か
人
間
へ
の
健
康
被

害
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
態
系
へ
の
影
響
で
は
、
野
幌
自
然
公

園
の
ア
オ
サ
ギ
の
営
巣
地
が
消
滅
し
た
り

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
巣
へ
の
接
近
、
ザ
リ
ガ

ニ
や
カ
エ
ル
を
捕
食
す
る
こ
と
で
、
生
息

域
が
重
複
す
る
タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
を
駆
逐

し
ま
し
た
。

　

農
作
物
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
メ
ロ
ン
、

ス
イ
カ
、
イ
チ
ゴ
、
水
稲
、
ロ
ー
ル
パ
ッ

ク
サ
イ
レ
ー
ジ
、
飼
料
、
ニ
ジ
マ
ス
、
緑

化
木
の
食
害
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
影

響
が
出
て
い
ま
す
。

　

人
の
健
康
へ
の
影
響
で
は
、
ア
ラ
イ
グ

マ
回
虫
症
、
狂
犬
病
な
ど
の
伝
播
も
恐
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。
道
で
は
被
害
の
防
止
に

「
餌
付
け
を
絶
対
に
し
な
い
。
生
ゴ
ミ
容
器

は
フ
タ
を
し
っ
か
り
と
す
る
。
ベ
ラ
ン
ダ

の
下
や
屋
根
裏
、
物
置
へ
侵
入
さ
せ
な
い

よ
う
物
理
的
に
遮
断
を
す
る
」
な
ど
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　ＪＡ北海道中央会はこのほど平成２６年度事業版
の北海道要覧をまとめた。会員ＪＡや連合会をベー
スに道内ＪＡグループの組織や事業・財務や収支の
概要を集計したもの。それによると道内の正組合戸
数は２．７㌫も減少し、ついに５万戸を割り込んだ。
一方では准組合員の増加に伴って組合員数としては
１㌫の増で総組合員数は３５万人に達した。
　２６年度の調査対象のＪＡは１０９で前年同。組
合員のうち正組合員数は６７，４７５人で前年比１．
８㌫の減少となり地区的には後志地区を除く全１１
の地区で減少。特に、道南３．９㌫、石狩３．１㌫の
減少で３パーセントを超える減少率となっている。
　一方、准組合員は２８５，７４２人で１．７㌫増加
し、空知と宗谷地区で減少。それ以外の１０地区で
減少したものの、他の１０地区で増加し、高い伸び
率の地区は石狩４㌫、上川３．１㌫道南で２．６㌫と
なっている。この結果、総組合員数は前年を１㌫上
回る３５３，２１７人となり平成１９年から８年連続
の増加となっている。
　これに対し、正組合員の戸数は４９，７９１戸とな
り前年比２．７㌫減少し地区別では留萌６．１㌫や道
南で４．４㌫減少となり全道平均を上回る減少率を示
している。ＪＡあたりの正組合員数戸数は４５７戸
で前年を１２戸下回る結果となっている。役職員数
のうち役員数（理事・監事）は１，６５２人で前年同
数。職員数は、１２，６４４人（正職員９，３３７人
/ 準職員３３０７人）で０．８㌫の減少。ＪＡあたり
の主な事業規模では貯金額で２９１億円、貸出金で
７８億余りにとどまり貯貸率は２７．１㌫で前年比１
㌫の減少となっている。
　経済事業については、販売支払額は８５億円余り
で前年比２．９㌫増となり、特に生乳が５．３㌫も増
加している。
　全道の純損益１３３億円余りで１ＪＡあたりの当
期剰余金は、３㌫減の１億２８００万円となり全道
１２の地区の全地区が黒字を確保した。

減少するＪＡ正組合員

ついに割り込んだ５万戸

　

Ｊ
Ａ
全
国
大
会
は
、
全
国
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
が
進
む
基
本
的
な
方
向
性
を
決
め
る
も

の
で
、
３
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
中
・
長

期
的
な
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
組
織
の
あ
り

方
を
決
議
し
、
グ
ル
ー
プ
内
外
に
表
明
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
大
会
に
向
け
て
は
、
早
い
段
階
か

ら
全
国
か
ら
意
見
を
集
約
し
た
も
の
が
決

議
さ
れ
、
最
終
的
に
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

中
期
計
画
や
事
業
計
画
・
戦
略
に
も
反
映

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
の
特
徴
は
、
特

に
「
改
革
」
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
点

で
す
。
テ
ー
マ
は
「
創
造
的
自
己
改
革
へ

第27回　ＪＡ全国大会

農業者所得アップなど実践誓う！

　

Ｊ
Ａ
全
中
は
２
０
１
６
年
度
か
ら
３

年
間
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
取
組
み
方
針

を
決
め
る
第
27
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
が
10

月
15
日
東
京
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
行
わ

の
挑
戦
～
農
業
者
の
所
得
増
大
と
地
域
の

活
性
化
に
全
力
を
尽
く
す
～
」
で
す
。

　

昨
年
６
月
に
国
は
、
組
織
の
あ
り
方
に

大
き
な
変
更
を
含
む
「
農
協
改
革
」
を
提

起
し
ま
し
た
。
自
ら
の
改
革
に
は
自
ら
の

力
で
改
革
・
対
抗
す
る
協
同
組
合
に
国
が

指
示
す
る
の
は
“
的
外
れ
”
と
の
指
摘
も

あ
り
ま
す
が
、「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改

革
」
に
つ
い
て
、
昨
年
11
月
に
行
う
こ
と

を
表
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
「
食
と
農

を
基
軸
に
、
地
域
に
根
差
し
た
協
同
組
合

と
し
て
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生

産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
を
基
本
目

標
に
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
加
え

て
農
協
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
自
己
改
革

を
具
体
化
し
ま
す
。
な
お
、
全
道
大
会
は
、

当
Ｊ
Ａ
役
員
、
組
織
活
動
代
表
者
も
参
加

し
、
11
月
11
日
、
札
幌
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

れ
、
当
Ｊ
Ａ
の
熊
谷
代
表
理
事
組
合
長

ら
を
含
む
２
千
５
百
人
余
り
が
参
加
し
、

自
己
改
革
へ
の
意
志
が
固
め
ら
れ
ま
し

た
。

第 27 回 JA 全国大会で JA グループがめざすもの

❶持続可能な農業の実現
消費者の信頼にこたえ、安全で安心な
国産農産物を持続的・安定的に供給で
きる地域農業を支え、農業者の所得増
大を支える姿

❸協同組合としての役割発揮
次世代とともに、「食と農を基軸として
地域に根ざした協同組合」として、存立
している姿

JAグループ自己改革

「食と農を基軸として地域に根ざした協同組合」の確立

❷豊かでくらしやすい地域社会の実現
総合事業を通じて地域の生活インフラ
機能の一翼を担い、協同の力で豊かで
くらしやすい地域社会の実現に貢献し
ている姿

農業者の所得増大
農業生産の拡大 地域の活性化最重点
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軒
並
み
関
税
撤
廃
や
輸
入
枠
の
設
定

　

今
回
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
税
交
渉
の
合
意
の
内
容
で

は
、
加
工
品
を
含
む
農
林
水
産
物
の
全
品
目

２
３
２
８
の
う
ち
81
㌫
に
も
あ
た
る
１
８
８
５

品
目
も
の
関
税
が
即
時
、
ま
た
は
最
長
21
年
間

か
け
て
段
階
的
に
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

当
初
か
ら
、
わ
が
国
が
「
聖
域
」
と
し
て
き

た
コ
メ
な
ど
重
要
５
品
目
の
農
産
物
は
「
政
府

は
維
持
で
き
た
」
と
し
て
い
る
も
の
の
、
一
部

の
品
目
で
は
撤
廃
さ
れ
る
ほ
か
、
関
税
の
大
幅

な
削
減
や
、
無
関
税
輸
入
枠
の
設
定
な
ど
譲
歩

も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
合
意
の
内
容
は
次
頁
の
表
で
紹
介
の
通

り
で
す
が
、
重
要
５
品
目
の
コ
メ
、
麦
、
牛
・

豚
肉
、
乳
製
品
、
甘
味
資
源
作
物
で
は
全

５
８
６
品
目
の
う
ち
３
割
に
あ
た
る
１
７
４
品

目
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ
る
内
容
で
す
。

　

関
税
が
維
持
さ
れ
た
品
目
で
も
、
牛
肉
は
、

ＴＰＰ交渉
大筋で合意

　

米
国
・
ア
ト
ラ
ン
タ
で
行
わ
れ
て

い
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
閣
僚
会
合
で
、
10
月
５

日
参
加
国
12
ヶ
国
は
「
大
筋
の
合
意

を
見
た
」
と
発
表
し
ま
し
た
。
ほ
と

ん
ど
交
渉
の
経
過
・
内
容
が
公
表
さ

れ
な
い
中
、
わ
が
国
は
大
筋
合
意
に
”

前
の
め
り
状
況
”
が
伝
え

ら
れ
て
い
た
だ
け
に
心
配

さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
結
果
的
に
は
心
配
が

現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
表
さ
れ
た
内
容
で
は
、
国
は
農
畜

産
物
関
税
交
渉
に
お
い
て
、
大
幅
な
譲

歩
カ
ー
ド
を
切
る
も
の
と
な
り
、
そ
の

内
容
は
、
重
要
５
品
目
の
聖
域
確
保
の

国
会
決
議
順
守
を
求
め
て
い
た
も
の

38
．
５
㌫
の
関
税
は
９
㌫
に
下
が
る
ほ
か
、
低

価
格
の
豚
肉
は
１
㌔
あ
た
り
４
８
２
円
の
関
税

が
、
10
年
か
け
て
50
円
ま
で
下
が
る
こ
と
が
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

米
は
、
ア
メ
リ
カ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対

し
て
７
万
８
千
４
百
㌧
の
無
関
税
輸
入
枠
を
設

定
。
乳
製
品
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国
に
バ
タ
ー
と
脱

脂
粉
乳
の
輸
入
枠
を
生
乳
換
算
で
、
あ
わ
せ
て

７
万
㌧
の
輸
入
枠
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

牛
肉
は
、
美
瑛
町
の
酪
農
家
が
出
荷
す
る
乳

牛
雄
の
肉
と
競
争
は
必
至
で
、
コ
メ
や
乳
製
品

は
輸
入
増
に
よ
る
価
格
低
下
も
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
美
瑛
町
は
も
と
よ
り
道
内
の
生
産
者
へ
の

影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
見
通
し
で
す
。

　

重
要
５
品
目
の
農
産
物
以
外
で
は
、
道
内
の

畑
作
の
輪
作
に
欠
か
せ
な
い
小
豆
や
イ
ン
ゲ
ン

豆
類
は
既
存
の
低
関
税
輸
入
枠
内
に
設
定
し
て

い
る
10
㌫
の
関
税
が
発
効
と
同
時
に
撤
廃
さ
れ

る
も
の
の
、
枠
外
に
か
け
て
い
る
１
㌔
あ
た
り

３
４
５
円
の
関
税
は
維
持
さ
れ
る
た
め
、
極
端

国
を
会
逸
決
脱
議
。

の
、
農
業
者
の
信
頼
と
期
待
を
大
き
く

欺
（
あ
ざ
む
）
く
も
の
で
断
じ
て
容
認

で
き
る
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
主
食
米
の
特
別
輸
入
枠
設

定
、
乳
製
品
の
低
関
税
輸
入
枠
設
定
、

牛
肉
・
豚
肉
の
大
幅
関
税
引
き
下
げ
、

麦
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ

（
輸
入
差
益
）
大
幅
削
減

な
ど
は
美
瑛
町
農
業
生

産
者
、
地
域
経
済
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国
は
、
生
産
現
場
が
納
得

で
き
る
十
分
な
説
明
、
早
急
な
影
響

試
算
を
踏
ま
え
、
実
効
性
の
あ
る
万

全
な
対
策
の
早
期
提
示
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

大
幅
な
譲
歩
カ
ー
ド

美
瑛
農
業
に
激
震
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な
影
響
は
な
い
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

野
菜
は
１
０
０
品
目
す
べ
て
の
関
税
が
撤
廃

さ
れ
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
の
３
㌫
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
４
．
３
㌫
が
即
時
撤
廃
、
タ
マ

ネ
ギ
は
輸
入
価
格
が
１
㌔
あ
た
り
73
．
７
円
以

下
の
低
価
格
帯
に
か
け
て
い
る
８
．
５
㌫
が
６

年
目
に
廃
止
さ
れ
る
内
容
で
す
。

　
北
海
道
農
業
へ
の
打
撃
深
刻
に

　

重
要
５
品
目
の
農
産
物
を
抱
え
る
北
海
道
は

当
初
か
ら
系
統
組
織
を
挙
げ
て
反
対
し
て
き
た

と
お
り
、
関
税
の
段
階
的
引
き
下
げ
、
無
関
税

輸
入
枠
の
拡
大
の
影
響
は
深
刻
で
、
コ
メ
・
牛

肉
、
乳
製
品
は
大
打
撃
で
す
。
乳
製
品
は
、
道

内
生
産
の
多
く
は
加
工
用
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、

無
関
税
枠
で
安
い
外
国
産
の
輸
入
が
増
え
れ
ば

酪
農
経
営
は
打
撃
を
受
け
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

　

ま
た
、
牛
肉
・
豚
肉
の
大
幅
関
税
引
き
下
げ
、

麦
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
大
幅
削
減
は
国
会
決
議
を

完
全
に
逸
脱
。
コ
メ
に
お
い
て
は
管
内
の
生
産

数
量
目
標
15
万
㌧
の
半
数
に
及
ぶ
７
万
㌧
以
上

の
特
別
輸
入
枠
は
コ
メ
の
低
価
格
に
拍
車
を
か

け
る
内
容
で
す
。

　

今
後
、
国
は
、
国
民
議
論
を
無
視
し
、
一
方

的
に
国
会
批
准
に
向
け
舵
を
と
っ
て
く
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
世
界
的
規
模
で
発
生
す
る

気
象
の
異
変
や
食
料
の
危
機
が
叫
ば
れ
る
中
、

系
統
Ｊ
Ａ
は
農
業
の
存
廃
が
心
配
さ
れ
る
非
常

事
態
に
、
国
会
決
議
違
反
の
合
意
撤
回
、
批
准

反
対
に
全
力
を
傾
注
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

チ
ー
ズ
・
バ
タ
ー
な
ど
の
乳
製
品
不
足

か
ら
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
歓
迎
な
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
国
産
に
よ
る
安
心
・

安
全
は
と
て
も
大
切
で
す
。
今
回
の
よ
う

に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
内
容
が
全
く
明
か
さ
れ

ず
、
い
き
な
り
結
果
だ
け
を
公
表
さ
れ
て

も
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
自
動
車
を
は
じ
め

と
す
る
輸
出
品
に
偏
っ
た
内
容
は
、
酪
農

を
は
じ
め
と
す
る
農
畜
産
品
を
不
利
な
立

場
に
追
い
や
り
、
経
営
へ
大
打
撃
を
与
え

る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
妥
結
は
、
到
底
容

認
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
う

ま
で
も
な
く
「
コ
メ
」
は
日
本
の
主
食
と

し
て
安
定
的
に
生
産
さ
れ
る
の
が
基
本
で

す
。
こ
こ
数
年
、
稲
作
は
気
象
異
変
に
悩

ま
さ
れ
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
上
に
、

低
価
格
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
外

国
か
ら
安
価
な
も
の
が
入
っ
て
し
ま
う
と

低
価
格
に
拍
車
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

稲作生産部会
部会長　長谷川勝洋さん

酪農振興部会
部会長　畑中　守さん

こ
の
頁
は
農
業
新
聞
・
農
業
共
済
新
聞
を

参
考
に
作
成
し
ま
し
た
。

種類 品目 現在の関税率など 合意内容

コメ 主食用米

国家貿易制度
77 万トンのミニマムア
クセス枠

（最低輸入量、非課税）
枠外関税 341 円 /kg

国家貿易制度、枠外の関税維持
米国とオーストラリア向けに特別輸入
枠設定（発効時 5 万 6 千トン、13 年目
に 7 万 8400 トン、オーストラリアは
米国の 12％）

調整品・
加工品等

米粉調整品（加糖）：関
税率 23.8％
米粉調整品（無糖）：関
税率 16.0％
穀物加工品 21.3％など

米粉調整品は税率を 5 ～ 25％削減
輸入量が：少ない品目は関税削減、
撤廃

麦 小麦 国家貿易制度
枠外関税 55 円 /kg

国家貿易制度、枠外の関税維持
関税に相当するマークアップ（輸入差
益）は 9 年目までに 45％削減
米国、オーストラリア、カナダに国別
枠を新設。発効時計 19 万 2 千トンか
ら段階的に増やし、7 年目以降は 25 万
3 千トン

大麦 国家貿易制度
枠外関税 39 円 /kg

国家貿易制度、枠外の関税維持
関税に相当するマークアップ（輸入差
益）は 9 年目までに 45％削減
ＴＰＰ輸入枠設定。参加国合計で発効
時 2 万 56 千トン、9 年目に 6 万 5
千トン

牛肉・
豚肉 牛肉 関税率 38.5％

発効時 27.5％に下げ、10 年目に 20％、
16 年目から 9％。緊急輸入制限（セー
フガード）は 16 年目以降、4 年間発動
がなければ廃止する

豚肉

価格の安い部位
482 円 / ｋｇ
価格の高い部位
関税率 4.3％

価格の安い部位：10 年目に 50 円 /kg
まで引き下げ。セーフガードを導入（12
年目以降廃止）
価格の高い部位：10 年目に関税撤廃

乳製品 バター・
脱脂粉乳

国家貿易制度
枠外関税率
　バター 29.8 円 + 従
量税 985 円 / ｋｇ
　 脱 脂 粉 乳 29.8 円 +
従量税 396 円 / ｋｇ

ＴＰＰ輸入枠設定。発効時3188トン（生
乳換算6万トン）、6年目に3719トン（同
7 万トン）まで増やす

チーズ

モッツァレラ、カマン
ベ ー ル な ど： 関 税 率
29.8％粉チーズ、シュ
レッドチーズなど：関
税率最大 40％ブルー
チーズ：関税率 29.8％

モッツァレラ、カマンベールなど：
関税維持
粉チーズ、シュレッドチーズなど：
16 年目に撤廃
ブルーチーズなど：
11 年目に税率半減

甘味
資源
作物

粗糖・精製糖
関 税 率 21.5 円 /kg+
糖価調整制度による調
整金 57.4 円 /kg

糖価調整制度は維持
精製用原料糖に限り関税を無税とし、
調整金を少額削減

でんぷん

ＷＴＯ約束数量など輸
入枠 16 万 7 千トン
枠 外 関 税 119 円 kg+
糖価調整制度による調
整金

輸入枠内にＴＰＰ枠 7500 トン設定
糖価調整制度は維持

豆類
など 小豆・インゲン 枠内：10％

枠外：354 円 /kg
枠内は即時関税撤廃
枠外は現行維持

野菜
キャベツ、
ホウレンソウ、
ニンジンなど

関税率 3％ 即時撤廃

ジャガイモ 関税率 4.3％ 即時撤廃

タマネギ 73.7 円 /kg：以下の低
価格品：関税率 8.5％ 6 年目に撤廃

農産物などの大筋合意内容
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今月の
営農情報

　

北
海
道
の
秋
ま
き
小
麦
に
発
生
す
る
病
害
の
内
最
重
要
病
害
は
雪
腐
病
と

赤
か
び
病
で
す
。
美
瑛
産
小
麦
の
良
質
生
産
に
向
け
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご

案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、２
０
１
６
年
度
収
穫
分
の
秋
ま
き
小
麦
の
播
種（
は
し
ゅ
）は
終
わ
っ

て
お
り
ま
す
の
で
播
種
前
に
講
ず
る
べ
き
耕
種
的
防
除
法
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
以
降
の
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

雪腐病
　

雪
腐
病
は
、
積
雪
下
に
お
い
て

ま
ん
延
し
、
融
雪
後
被
害
が
明
ら

か
に
な
る
病
害
の
総
称
で
す
。
北

海
道
で
は
大
別
し
て
６
種
類
の
雪

腐
病
＝
表
１
＝
が
あ
り
、
多
発
す

る
と
生
育
遅
延
や
茎
数
が
減
少
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
廃
耕

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
の

で
、
根
雪
前
に
効
果
的
な
防
除
対

策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
防

除
対
策
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
耕

種
的
防
除
法
と
薬
剤
防
除
法
が
あ

り
ま
す
。

　

本
病
の
原
因
菌
の
多
く
は
土
壌
に
生
息

す
る
糸
状
菌
で
、
３
年
以
上
の
輸
作
を
心

掛
け
る
と
、
土
壌
中
の
病
原
菌
の
密
度
が

低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
適
期
播
種
を
行
っ

て
小
麦
の
適
切
な
生
育
量
を
確
保
す
る
こ

と
も
、
越
冬
耐
性
を
高
め
雪
腐
病
の
発
生

を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

窒
素
過
多
に
な
る
と
発
病
し
や
す
く
な
る

の
で
、
過
剰
な
窒
素
施
用
を
行
わ
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
融
雪
剤
散
布
は
、

積
雪
期
間
を
短
縮
し
、
本
病
の
被
害
を
軽

減
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
散
布
が
早

過
ぎ
る
と
露
出
し
た
小
麦
が
凍
害
を
受
け

る
可
能
性
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

秋
ま
き
小
麦

　
適
期
に
効
果
的
な
防
除
を

 

■
耕
種
的
防
除
法

　

薬
剤
防
除
法
と
し
て
、
種
子
消
毒
と
茎

葉
散
布
が
あ

り
ま
す
。
紅

色
雪
腐
病
防

除
を
目
的
に

種
子
消
毒
を

し
、
さ
ら
に

茎
葉
散
布
に

よ
っ
て
雪
腐

病
全
般
に
対

す
る
防
除
を

行
い
ま
す
。

　

茎
葉
散
布

は
、
表
１
を

参
照
し
て
地

域
や
圃
場（
ほ

じ
ょ
う
）
の

特
性
か
ら
発

生
し
や
す
い

雪
腐
病
の
種

類
を
予
測
し
、

 

■
薬
剤
防
除
法

麦作生産部会情報

今月の
営農情報

薬
剤
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
残

効
の
長
い
薬
剤
を
選
択
す
る
と
、
根
雪
直

前
散
布
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
散
布
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赤
か
び
病
は
出
穂
期
以
降
、
降

雨
や
曇
天
、
濃
霧
な
ど
の
気
象
条

件
下
で
発
生
し
や
す
く
な
る
病
害

で
す
。
病
原
菌
は
４
種
類
あ
り
、

天
候
や
地
域
に
よ
っ
て
優
占
す
る

種
は
異
な
り
ま
す
が
、
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
す
ニ
バ
ー
レ
菌
と
グ

ラ
ミ
ニ
ア
ラ
ム
菌
の
２
種
を
中
心

赤かび病

に
説
明
し
ま
す
。

　

ニ
バ
ー
レ
菌
は
、
紅
色
雪
腐
病
の
原
因

菌
で
も
あ
り
、
低
温
を
好
む
傾
向
が
あ
り
、

本
菌
種
が
多
発
す
る
と
減
収
し
ま
す
。
一

方
、
グ
ラ
ミ
ニ
ア
ラ
ム
菌
は
、
比
較
的
高

温
を
好
み
、
発
生
す
る
と
カ
ビ
毒
（
Ｄ
Ｏ

Ｎ
）
を
生
産
し
、
収
穫
物
中
に
蓄
積
し
ま

す
。
収
穫
物
の
Ｄ
Ｏ
Ｎ
濃
度
が
１
．
１
ｐ

ｐ
ｍ
を
超
え
る
と
流
通
で
き
な
く
な
る
た

め
、
本
病
の
防
除
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　

赤
か
び
病
の
薬
剤
防
除
を
し
て
い
て
も
、

成
熟
期
に
倒
伏
し
た
り
、
収
穫
後
貯
蔵
中

の
湿
度
管
理
が
不
十
分
だ
と
、
Ｄ
Ｏ
Ｎ
濃

度
が
高
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

倒
伏
さ
せ
な
い
施
肥
管
理
や
収
穫
物
の
管

理
に
も
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　

グ
ラ
ミ
ニ
ア
ラ
ム
菌
に
よ
る
病
徴
は
、

乳
熟
期
ご
ろ
に
小
穂
が
褐
変
し
、
や
が
て

白
く
枯
れ
ま
す
。
発
病
が
穂
軸
ま
で
伸
展

す
る
と
、
そ
こ
か
ら
上
の
小
穂
全
部
が
枯

死
し
ま
す
。
乳
熟
期
か
ら
成
熟
期
に
は
、

罹
病
（
り
び
ょ
う
）
小
穂
の
穎
（
え
い
）

の
合
わ
せ
目
を
中
心
に
、
桃
色
～
橙
色
の

胞
子
の
塊
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
が
、
成
熟
が
進
む
に
つ
れ
病
徴
は
分
か

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
赤
か
び
粒
は
白
く

退
色
し
て
し
わ
が
寄
り
、
時
に
は
桃
色
が

か
っ
た
粒
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ニ

バ
ー
レ
菌
で
は
橙
赤
色
を
示
す
こ
と
は
な

く
白
穂
・
不
稔
と
な
り
ま
す
。

後
か
ら
根
雪
始
め
ま
で
の
積
算
降
水
量
が

基
準
値
を
超
え
る
と
、
薬
剤
の
効
果
が
低

減
し
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
再
散
布
を

し
て
く
だ
さ
い
＝
表
２
。
褐
色
雪
腐
病
の

発
生
圃
場
で
は
、
シ
ル
バ
キ
ュ
ア
フ
ロ
ア

ブ
ル
の
み
の
施
用
で
本
病
が
多
発
す
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

も
用
い
て
く
だ
さ
い
。
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現
在
の
主
要

品
種
「
き
た
ほ

な
み
」
は
、
赤

さ
び
病
抵
抗
性

「
や
や
強
」
の
品

種
と
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
薬
剤
防

除
は
不
要
で
し

た
。
し
か
し

２
０
１
３
年
に

道
央
地
域
と
十

勝
地
方
で
多
発

圃
場
が
確
認
さ

れ
、
そ
の
後
も
多
発
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
本
病
は
急

激
に
ま
ん
延
す
る
こ
と
が

あ
り
、
多
発
す
る
と
減
収

し
ま
す
。

　

多
発
が
見
込
ま
れ
る
場

合
は
「
ホ
ク
シ
ン
」
で
の

防
除
方
法
を
適
用
し
、
１

回
目
の
薬
剤
散
布
は
止
葉

期
～
穂
ば
ら
み
期
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
よ
り

早
く
て
も
遅
く
て
も
防
除

効
果
が
劣
り
ま
す
。
１
回

目
の
シ
ル
バ
キ
ュ
ア
を
散

布
す
る
と
２
回
目
（
開

赤さび病

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構　

北
見
農
業
試
験
場

　

生
産
環
境
グ
ル
ー
プ
の
研
究
結
果
を
参
考
に

編
集
し
ま
し
た

　

本
病
に
対
し
効
果
の
高
い
薬
剤
は

病
原
菌
ご
と
に
異
な
り
ま
す
＝
表
３
。

２
０
１
１
年
度
に
は
、
ス
ト
ロ
ビ
ー
フ
ロ

ア
ブ
ル
に
耐
性
の
ニ
バ
ー
レ
菌
が
北
海
道

内
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

 

■
防
除
薬
剤

　

い
ず
れ
の
病
原
菌
も
胞
子
は
降
雨
に
よ
っ

て
飛
散
す
る
た
め
、
開
花
時
期
に
降
雨
が
多

い
と
多
発
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
薬
剤
散
布

適
期
は
、
１
回
目
は
開
花
始
期
、
２
回
目
は

そ
の
１
週
間
後
で
、
こ
の
方
法
で
Ｄ
Ｏ
Ｎ
濃

度
低
減
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
＝
図
。
２
回

目
の
散
布
が
開
花
後
14
日
目
以
降
と
な
る
と

防
除
効
果
が
低
く
な
る
た
め
、
散
布
遅
れ
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
３

～
４
回
目
の
散
布
は
不
要
で
す
。
１
回
目
の

薬
剤
散
布
の
防
除
効
果
は
開
花
前
期
で
高

く
、
後
期
で
は
低
い
こ
と
が
明
ら
か
で
す
が
、

出
穂
し
き
っ
て
い
な
い
時
期
に
薬
剤
散
布
を

行
う
と
薬
剤
が
付
着
し
な
か
っ
た
部
位
で
は

防
除
効
果
を
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

穂
が
出
そ
ろ
う
開
花
始
期
に
１
回
目
の
薬
剤

散
布
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
年
に
よ
っ

て
同
一
圃
場
で
も
開
花
が
早
い
部
分
と
、
遅

い
部
分
が
出
る
こ
と
や
、
出
穂
し
き
っ
て
い

な
い
の
に
開
花
が
始
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
散
布
遅
れ
に
よ
る
防

除
効
果
の
低
下
を
避
け
る
た
め
、
散
布
タ
イ

ミ
ン
グ
を
生
育
の
早
い
部
分
に
合
わ
せ
て
開

始
し
、
遅
い
部
分
に
も
対
応
す
る
た
め
に
追

加
散
布
を
す
る
な
ど
、
合
計
３
回
の
散
布
が

必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

 

■
防
除
時
期

花
始
）
の
赤
さ
び
病
防
除
は
不
要
で
す
が
、

表
４
を
参
照
に
赤
か
び
病
に
対
す
る
薬
剤

散
布
計
画
と
と
も
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
薬
剤
の
連
用
は
赤
さ
び
病
・
赤
か

び
病
の
両
方
の
耐
性
菌
発
生
の
要
因
と
な

り
ま
す
の
で
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

し
た
。
耐
性
菌
が
発
生
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
圃
場
で
は
、
本
剤
を
散
布
し
て
も
効

果
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
使
用
を
避
け
て

く
だ
さ
い
。
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●根菜と豆入りミネストローネ●

⑴ニンニクは粗みじん切り。タマネギ、ゴ

ボウ、ニンジンは 1～ 2㎝角、ジャガイモ、

セロリ、キャベツは 3㎝くらいに切る

⑵鍋にオリーブ油とニンニクを入れ弱火で

炒めるゴボウを加え甘い香りにんあるま

でゆっくり炒め、タマネギ、ニンジン、ジャ

ガイモを加える。

⑶全体に火が通ったらセロリ、キャベツ、水
、

固形スープのもとを入れ 15～ 20分、材

料が軟らかくなったらトマト水煮缶と塩

を加える。
⑷トマトの甘味ご出てきたら豆の水煮を加

え、5～ 6分煮てから塩味を調える。

ニンニク………………………1 丁
タマネギ ……………………1/2 個
ゴボウ …………………………50g
ニンジン ……………………1/2 本
ジャガイモ……………………2 個
セロリ …………………………1 本
キャベツ ……………………200g

白インゲン豆の水煮缶 ……200g
トマト水煮缶…………………1 缶
水 …………………2・1/2 カップ
固形スープのもと……………1 個
オリーブ油………………大さじ 1
塩…………………………小さじ 1

　ミネストローネとは具だくさんのスープという意味。体を温めてくれる
根菜などの野菜がたっぷり入り、ボリューム満点で消化も良いスープ。ゴ
ボウは甘い香りがしてくるまで、じっくり炒めるのがコツです。水分が足
り負ければ途中で水を加えてください。

野菜のおかず決定版

紅葉のきれいな樹木図鑑 絶品グラタンとオーブン焼き

■野菜をおいしく食べる会 編
■定価 1,400 円 + 税
管理栄養士が手軽においしい野菜を食べられ
るレシピを厳選！巻頭では人気料理家・藤井
恵さんが「野菜を毎日たっぷり食べるコツ」
を紹介します。カロリー・塩分・糖質を無理
なく減らすレシピを多数掲載。健康に良いメ
ニューばかりなので、組合員の皆さまにも喜
ばれます。料理教室のテキストや、各種イベ
ントの記念品としてご活躍ください。

■亀田鶴吉 著
■定価 1,400 円 + 税
葉の特徴や類似種との違いなど、
見分けるポイントを細かく記載し
てあるので山や街で見かけた紅葉
の樹種をすぐ調べられる。人気の
カエデやブナをはじめ約 200種
を掲載。落ち運びしやすいハンディ
タイプ。

■坂田阿希子 著
■定価 1,300 円 + 税
著者特製のソースが味の決め手。
グラタンやドリア、肉のロースト
など下ごしらえをして焼くだけの
手軽でおいしいオーブン料理」。シ
ンプルな調理法でワンランク上の
味が楽しめる。毎日の食事はもち
ろん、おもてなしにも。

（4 人分）

野菜好きの管理栄養士が厳選！

ポケット版 特製ソースでおいしい
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☎ 92-3455　FAX92-3488

FARM LAND からのお知らせ
新発売

消火器の巡回点検のお知らせ

ホクレン美瑛北町給油所　☎ 92-2157

研修センター　☎ 92-0588

　消火器の巡回点検を下記の内容にて実施致します。
　期限内の点検は「無料」ですが、
古い消火器の廃棄は「有料」です。
　新規交換をされる方の廃棄はサー
ビスとさせていただきます。

巡回期間：11 月 10 日～ 12 月末
点検業者：旭川ハツタ商事㈱
※スタンドの証明書を持参し巡回します。
※代金は、クミカン又は普通貯金での取扱いとな
ります。

大型トラック
　13000CC も一発始動 !!  

12V・24V 対応
ﾋﾟｰｸ電流　（12V）600A　　

（24V）800A  
質量も 1.2 ｋｇと軽量ﾀｲﾌﾟ
災害時にとっても役に立つ一
品
※スマホやタブレット PC の
充電にも使えます
※ SOS 点滅機能も搭載  

" 来期のために今期中に 
購入を考えている方必見 "
ハウス栽培作物に最適
トマトの育苗に !!
手を患っていたハウスの喚起作業
がこれ 1 台で自動で快適
使用方法や取付方法は写真等にて
説明いたします

価格等はご相談ください

エンジンスターター

11月12日（木）・13日（金）
　　
ＡＭ 10：００～ＰＭ３：００　　
　　　

　39,800円（税込）

平成 27 年度　農業機械早期予約展示会
アロック秋の感謝フェア2015同時開催！！

アルーダ感謝フェア・新車・中古車・スタッドレスタイヤ大商談会
小農具・部品販売・バッテリー　

ＪＡびえい研修センター周辺
【来場粗品・成約記念品進呈】

開催日時 開催場所

そば・うどんコーナーもあります
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農協法公布記念キャンペーン
コンバインの刈刃 格納研磨のお知らせ

貯金共済課　金融店舗　
☎ 92-4325 研修センター　☎ 92-0588

一斉訪問時の「一日皆貯金」集金の廃止に伴いまして、
下記の通りキャンペーンを実施いたします。
期間：11月2日（月）～11月19日（木）
場所：金融店舗窓口
内容：現金と一緒に一日皆貯金申込書と貯金通帳をご
持参いただいた方に素敵な商品をプレゼント！

　来年の収穫時期に備えて刈刃を研ぎませんか？
研修センターでは来年までお預かりし、格納研磨の受
付を行っております。ぜひこの機会にご持参下さい。
≪特典≫　工賃 15％引き　　
　　　　　来年の６月ごろまで預かり（お支払いは７月以降です）

『格納研磨受付期限は１２月２５日まで』

　

北海道緑峰高等学校　
☎ 0167-22-2594

富良野緑峰高等学校農業特別専攻科
　学生募集
　富良野緑峰高等学校農業特別専攻科では、自家の
農業に従事しながら専門的知識と技術を学びたい方
を募集しています。

修業年数　　２年間
募集人員　　２０名程度（男女共学）
受付期間　　平成２８年１月１３日（水）午前９

時から１月２２日（金）正午まで（土、
日は除く）

検査日　　　平成２８年１月２５日（月）午前９時
検査会場　　北海道富良野緑峰高等学校
検査内容　　作文、面接
合格発表　　平成２８年２月１日（月）午前９時
その他　　　※合格者が募集人数に満たない場合

は、２次募集を行います。
　　　　　　※入学願書などは直接富良野緑峰高校

へ請求ください。

研修センター　☎ 92-0588
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【全体運】ネガティブな発想をしやすい月。意識し
てプラスに考えてみましょう。日記や手帳を読み
返すと参考になりそう
【健康運】何かと心配しすぎる暗示。自然体が一番
【幸運を呼ぶ食べ物】シュンギク

【全体運】発想が両極端になり思わぬ失敗を招き
がち。客観的な立場の人からの助言を大切に。気
晴らしには音楽鑑賞を
【健康運】まめに体を動かせば、より上昇傾向に
【幸運を呼ぶ食べ物】シシャモ

【全体運】思い悩みやすい傾向あり。あれこれ気に
しないで、開き直ってしまうのが正解。花を飾るの
も運気上昇に効果的
【健康運】リラックスが大事。深呼吸をしましょう
【幸運を呼ぶ食べ物】カブ

【全体運】気の合う仲間たちとにぎやかに過ごし
たい期間。飲み会や旅行などの企画を。温めてい
たプランの実行も好結果に
【健康運】軽い運動をすることで、体調に好影響
【幸運を呼ぶ食べ物】ニンジン

【全体運】わがままになりやすいかも。周囲の意見
にも謙虚に耳を傾けると、開運のきっかけに。気
分転換には創作活動を
【健康運】食生活の改善を。特に栄養の偏りに注意
【幸運を呼ぶ食べ物】コハダ

【全体運】対人運に恵まれる予感。初対面の相手
でも気軽に話し掛けて。趣味などの集まりにも
意欲的に参加すると幸運が
【健康運】寝不足にご用心。良質な睡眠を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ

【全体運】人と協調することで、チャンスに恵まれ
る時期。持ち前のサービス精神を発揮して。気分
転換にはダンスが有効
【健康運】不規則になりがち。早寝早起きが開運に
【幸運を呼ぶ食べ物】サバ

【全体運】パワフルに行動できそう。新しい試みが
成功しやすいので、どんどんチャレンジを。未体
験のことほどツキあり。
【健康運】ストレッチで体の柔軟性を高めると吉
【幸運を呼ぶ食べ物】のり

【全体運】のんびり過ごせます。頼まれ事など、やる
べき作業を早めに済ませ、その後、プライベート
タイムを満喫して
【健康運】体操などで軽く動くと、ストレス解消に
【幸運を呼ぶ食べ物】カリン

【全体運】ちょっとした変化がハッピーを招く鍵
に。部屋の模様替えなど行ってみて。グループ
レジャーも楽しめそう
【健康運】腕前が上達しやすい月。屋外スポーツに打ち込んで
【幸運を呼ぶ食べ物】ギンナン

【全体運】こだわりが強くなり、周りともめる原因
に。意固地にならないよう、ご用心。行楽に出掛け
リラックスして
【健康運】寒さで体調下降気味。十分な防寒対策を
【幸運を呼ぶ食べ物】フグ

【全体運】やる気が高まり、諦めていた事柄にも再
トライする勇気が湧いてくる気配。ひらめきアッ
プにはドライブが最適
【健康運】無理せず、ゆったり過ごす好機。足湯◎
【幸運を呼ぶ食べ物】柿
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☆
当
選
者
は

河　

村　

ア
イ
子
さ
ん

岩　

淵　

暁　

子
さ
ん

河　

村　

五
月
美
さ
ん

以
上
の
３
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
枕
元
に
つ
る
し
て
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
を
待
ち
ま
す

②
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
フ
ラ
イ
ド
―

―
を
食
べ
た

③
切
っ
て
植
木
の
形
を
整
え
ま
す

⑤
時
刻
を
知
る
た
め
に
見
ま
す

⑥
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
足
に
着
け
る
も
の

⑧
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の
こ
と

⑫
地
図
記
号
は
卍

⑬
―
―
の
上
に
も
三
年

⑭
肉
は
ぼ
た
ん
と
呼
ば
れ
ま
す

⑮
気
象
用
語
で
は
、
ひ
ょ
う
よ
り
小

粒
な
物
を
指
し
ま
す

⑯
運
転
免
許
証
や
保
険
証
で
証
明
す

る
こ
と
も

⑰
年
越
し
に
付
き
も
の
の
麺
類

⑲
―
―
16
世
は
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ

ネ
ッ
ト
の
夫

①
書
籍
の
本
文
の
前
に
入
れ
ら
れ
る

イ
ラ
ス
ト

④
火
消
し
が
火
事
場
で
振
り
ま
し
た

⑦
お
通
し
、
先
付
け
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す

⑨
１
０
０
な
ら
３
、１
０
０
０
な
ら

４
⑩
リ
ン
ゴ
を
丸
か
じ
り
す
る
と
残
り

ま
す

⑪
カ
レ
ン
ダ
ー
や
手
帳
に
書
き
込
み

ま
す

⑬
サ
ケ
や
マ
ス
の
卵
の
塩
漬
け

⑮
昨
日
、
今
日
、
―
―

⑯
カ
ヤ
な
ど
を
編
ん
で
作
っ
た
雨
具

⑰
太
陽
や
月
が
輝
く
所

⑱
か
か
と
の
す
ぐ
上
に
あ
る
出
っ
張

り
⑳
版
木
に
載
せ
た
紙
を
上
か
ら
こ
す

る
道
具

㉑
領
収
書
に
収
入
―
―
を
貼
っ
た

Ａ
→
Ｅ

『
ツ
ル
シ
ガ
キ
』
で
し
た

Ｅ

Ｅ

リ
キ
シ シ

キ
ソキ

シ
ユ

ス
イ
コ
ウヨ

ウ
ナ
シ

ツ
ノ

ウ

ミ

ザ

ア
イ
ガ

ス
ル
メ

ギ
ヤ
ラ

ト
ウ
カ
ンキ

ン
ロ
ウ
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第1102号　平成27年11月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

　ご案内の「組合員宅一日一斉皆訪問」期間
のため１１月１９日（木）は一部の部門を除
き休業させていただきます。なお、金融店舗・
給油所は通常業務を行っておりますので、ご
案内いたします。

お伺いします。
未来

を築こう
協同の輪
ＪＡと“ひざ”を交え

　協同組織の主役である組合員の皆さんと“ひざ”
を交え、協同の事業や地域のふれあいなどを語る“農
協法公布記念組合員宅一日一斉皆訪問”が今年も
１１月１９日（木）第４０回の節目を数えて実施さ
れます。
　この取り組みは昭和２２年に「農協法」が施行さ
れ、組合員の皆さんの経済的・社会的な地位の向上
を基本とし、協同運動の根幹をなす基本法として大
きな役割を果たしていることから実施するものです。
当ＪＡでは昭和５０年から実施し１回も欠かすこと
なく現在に至っています。
　しかしながら、改正農協法が８月２９日に成立し、
９月４日に公布され、平成２８年４月１日から施行
される運びです。農協中央会制度ができた昭和２９
年以来６０年ぶりの大改正となっています。
　今回の改正は農業者や地域農業づくりに携わる人
たちの意見を積み上げたものではなく「岩盤規制」
の撤廃を標ぼうする規制改革会議などの答申で改正
されたもので、ＪＡ事業に市場競争原理を持ち込む
ため、営利追求型の企業体への変質も懸念され「協
同のあり方」に大きな疑問も残されています。
　ＴＰＰや農協改革、組合員の皆さんの所得確保な
ど難問山積みですが、この機会に多彩な意見をお寄
せいただければ幸いです。

ＪＡ業務は一部を除き
休業させていただきます

ＪＡの一日一斉皆訪問

第４０回　組合員宅一日一斉皆訪問　班編成表

班№ 　 氏　 名　 部　　　 署 訪　問　集　落

27

武 田 太 郎 経済対策課
ルベシベ第三
ルベシベ平和津 山 和 正 営農相談課

橋 立 あ や 生産資材課

28

平 間 尚 貴 経済対策課
ルベシベ北斗、二股町内会

（農）丘の里ﾍﾙｼｰﾌｧｰﾑ中 村 英 司 総合企画部

真 田 美 佳 農産施設課

29
加 藤　 護 金融共済部 新星農業班　新星Ａ班、新星Ｃ班

㈱熊谷ファーム髙 橋 沙 緒 理 青果販売課

30

野 尻 和 典 農産施設課
新星農業班　新星Ｂ班、新星Ｄ班
㈱美瑛ファーム下 司 貴 博 農業機械課

常 盤 繭 子 貯金共済課

31
筒 井 明 美 管 理 課

横牛農事組合　横牛第一
佐 藤 公 俊 農業機械課

32
小 山 亜 紀 夫 農産施設課

横牛農事組合　横牛第二
永 澤 詩 織 融 資 課

33

佐 藤　 要 貯金共済課

朗根内農事組合　朗根内更生田 村 和 行 農業機械課

松 井 あ ゆ み 青果販売課

34
大 市 和 明 生産資材課

朗根内農事組合　朗根内
木 本 則 雄 農業機械課

35
大 滝 麻 美 生産資材課 俵真布町内会、（農）福田農園

（農）萌育実生産組合天 野　　 瑛 総合企画部

36
松 下 広 樹 農産施設課

旭農事組合　旭中央、旭第八
千 葉 美 恵 生産資材課

37
佐 藤 秀 治 貯金共済課 旭農事組合　旭第一・六、旭第二

（農）旭新生組合森 平 笑 理 佳 農業機械課

38

小 崎 裕 司 営農相談課
旭農事組合　旭第三、旭第五
あさひファーム（有）、さわだ園芸合同会社冨 田 め ぐ み 農産施設課

山 田　 実 農業機械課

39
寺 崎 智 春 農業機械課 旭農事組合　旭第四・北星

荒川グランパ農園（有）内 田 達 也 青果販売課
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第 40回組合員宅

ＪＡ職員が
第４０回　組合員宅一日一斉皆訪問　班編成表

班№ 　氏　　名　 部　　　署 訪　問　集　落

1
髙 橋 亨 枝 畜産販売課 美馬牛第二

美馬牛旭新川 﨑 雄 作 青果販売課

2
佐 藤　 靖 畜産販売課 ルベシベ第四

ルベシベ共和古 川 智 香 子 青果販売課

3

鈴 木 紀 寿 青果販売課
瑛進、間宮、福美沢
豊栄、大曲、福富憩菅　　 章 貴 総合企画部

友 田 博 明 経済対策課

4
神 藤 陽 一 営農相談課

大村農成会、（有）アグリック
藤 田 雅 史 農業機械課

5
野 々 瀬 之 英 農業機械課 水沢平誠会Ａ、（農）藤田農場

みどり我 妻 孝 治 営農相談課

6
高 橋　 章 購 買 部 水沢平誠会Ｂ

（農）平和生産組合加 藤 ま ゆ み 青果販売課

7

山 田 直 樹 営 農 部
北瑛農事組合 1 班、北瑛農事組合 2 班

（農）柏台生産組合、（有）美夢舎
（農）大雪生産組合

山 田 健 太 郎 農業機械課

宮 下 水 月 融 資 課

8

大 波　　 満 農業機械課
北瑛農事組合 3 班、合同会社　多和楽

（農）浦島農場、（農）タダノ
美田・夕張、（有）ジェネシス美瑛

中 家 良 太 青果販売課

近 藤 め ぐ み 管 理 課

9
鎌 田　 陽 農産施設課 美田町内会、㈲畑中ﾌｧｰﾑ

五稜第一横 山　 渓 畜産販売課

10
佐 原 健 一 郎 畜産販売課 五稜農友会・㈲辻農場

㈲大脇農場、㈲グリッター、㈲ Victoire向 山 修 平 農業機械課

11

武 田 俊 彦 農産施設課
原野農事組合
原野 5 線友 田　 彩 貯金共済課

加 藤 利 治 管 理 課

12
福 積 早 苗 営農相談課 藤野第一

藤野協成真 鍋 啓 太 青果販売課

13
打 田 晴 美 農業機械課

藤野東和
中 村 千 代 融 資 課

班№ 　 氏　 名　 部　　　 署 訪　問　集　落

14

佐 々 木 一 誠 営 販 統 括

美沢早崎鳥 取 大 二 郎 貯金共済課

渡 邉 と も み 管 理 課

15
江 花 光 春 青果販売課 美沢共立

美沢新生松 田 敏 美 農業機械課

16
佐 々 木 昭 大 青果販売課 美沢共生

美沢美生藤 川 義 久 農業機械課

17
井 上 匡 史 総合企画部 美瑛共和、美沢希望

美沢川向集落橋 本 宏 子 貯金共済課

18

近 藤 和 文 貯金共済課

新向会吉 川　 晃 生産資材課

佐 藤 正 志 農業機械課

19
水 本 鉄 也 農業機械課 下精美、上精美

㈱ﾌｧｰﾑ風と緑の子守歌長 谷 郁 人 農産施設課

20

中 野　 宏 青果販売課
置杵牛協英
置杵牛中央能 登 谷 和 紀 監 査 室

髙 橋 は る か 営農相談課

21
中 橋 勇 治 販 売 部 下宇莫別農事組合　下宇莫別第二

赤羽山 本　 悠 生産資材課

22

三 田 村 絵 美 貯金共済課
下宇莫別農事組合　下宇莫別第一
下宇莫別農事組合　下宇莫別朝日手 塚 和 義 営農相談課

山 地 永 存 農業機械課

23
植 田 隆 彰 管 理 課 中宇農事組合、大三

㈱ﾍﾞｲﾘｯﾁﾗﾝﾄﾞﾌｧｰﾑ、（合）岩崎農場江 花　 彩 青果販売課

24
中 村 紀 之 総 務 部 上宇莫別町内会、明治町内会

（合）吉井ﾌｧｰﾑ、㈱稲川牧場腰 越 直 美 貯金共済課

25
鈴 木 勝 也 総合企画部 美馬牛大成、美馬牛第一

（農）美馬牛ﾌｧｰﾑ保 田 千 恵 美 青果販売課

26
神 子 素 賢 一 農業機械課 ルベシベ第一、ルベシベ第二

ルベシベ栄進河 上 慶 太 営農相談課

11
　19（木）
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　　あれだけ国会決議は必ず守ると何度も公言したＴＰＰは
約束を反故に大筋合意。10 月 7 日に新農水大臣が就任したが、
何を勘違いしているのか「国会決議は守られた」と発言。小
出しに公表される合意内容だが農林水産物の 80㌫以上もの関
税が撤廃された。「食料が安くなる」マスコミ報道はメリット
論をあおっているが、現実論では「ＴＰＰは誰もが歓迎して
いるわけではないし、不安を抱いている消費者」も多い。不
節操な合意は、安物買いの安心失いだ。

744 人

1,838 人

235 億 1 千万円

80 億 7 千万円

 11 億 0 千万円

36 億 7 千万円
（平成 27 年 9 月末）

発生件数　　5 件（15 件）　《13 件》
　　負傷　　5 人（15 人）　《13 人》
　　死亡　　0 人（ 0 人）　《 0 人》

（　）は 27 年度累計　《　》は昨年同期累計

（10月20日現在）

11

11日（水）　ＪＡ北海道大会

19日（木）　組合員宅一斉訪問

22日（日）　ＪＡ青年部・
　Ｆミセス合同ミニバレー大会

　28日（土）　二股地区１００周年記念式典

平
成

27年
11月

1日（
毎

月
1回

発
行

）
昭

和
45年

3月
5日

第
3種

郵
便

物
認

可
毎

月
1日

発
行

1102
熊

谷
留

夫
総

合
企

画
部

　

収
穫
の
秋
に
美
瑛
産
農
畜
産
物
を
堪
能
。

美
瑛
選
果
で
は
10
月
10
日
「
秋
の
収
穫
感

謝
祭
」
が
３
日
間
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。

昨
年
も
好
評
を
博
し
た
感
謝
祭
に
は
、
じ
ゃ

が
バ
タ
ー
の
無
料
試
食
や
馬
鈴
薯
と
タ
マ

ネ
ギ
の
詰
め
放
題
な
ど
多
彩
な
企
画
が
用

意
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
来
場

第6回理事会　9月30日（金）

■議案審議事項

議案第１号　設備資金の借入について

・原案どおり承認されました。

議案第２号　規定類の一部変更について

・原案どおり承認されました。

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

カ
ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
か
ら
発
売
さ
れ
て
い

る
「
じ
ゃ
が
マ
ッ
シ
ュ
」
と
美
瑛
牛
乳
が

コ
ラ
ボ
し
た
「
じ
ゃ
が
ミ
ル
ク
ス
ー
プ
」

な
ど
に
人
気
が
集
ま
り
、
美
瑛
の
味
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
11
日
に
は
Ｊ
Ａ
青
年
部
が
特

別
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち

な
み
、
か
ぼ
ち
ゃ
ラ
ン
タ
ン
づ
く
り
が
催

さ
れ
、
来
場
し
た
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

細
工
を
施
し
記
念
写
真
な
ど
に
納
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　

青
年
部
全
員
で
こ
の
春
か
ら
栽
培
し
て

い
た
「
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
」
の
重
量
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
選
ば
れ
た
20
個
が
会
場
に
運
び

込
ま
れ
て
審
査
が
行
わ
れ
、
今
年
は
79
．

５
㌔
と
や
や
小
ぶ
り
な
が
ら
も
そ
の
大
き

さ
に
来
場
客
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 美瑛選果

＆青年部

お祭りを盛り上げた
かぼちゃマン

か
ぼ
ち
ゃ
を
計
量
す
る
青

年
部
の
皆
さ
ん

秋
の
味
覚
「
収
穫
感
謝
祭
」

巨
大
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト
も

秋
の
味
覚
「
収
穫
感
謝
祭
」

巨
大
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト
も


